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写真は集中豪雨で崩壊した徳人原の道路 

七月三日からふり出した集中豪雨で、町内の被害個所は40件にのぽり、これまでにない 

大きな被害をもたらしました。 

町消防本部は災害を最小限にくいとめるべく必至になつて防災体制をひきましたが、こ 

の雨は七日から無情の雨にかわり、被害通報の電話のベルが、間をおくことなく鳴りひび 

き町は、対策本部をひき対策の編成を組替えるなど、万全な対策をたてました。 

対策本部員や、役場職員は、連日夜を徹して、住民の財産や生命を守るため、排水作業 

や、危険個所を土のうで補修するなど厳重な警戒体制をひいて防災の対策にあたりましだ。 

% 

内
に
被
害
も
た
ら
す
 

伏
原
地
区
で
自
警
団
を
編
成
 

伏
原
地
区
で
は
、
住
民
の
安
全
 

を
守
る
た
め
、
自
警
団
を
組
織
し
 

て
、
交
替
で
夜
を
徹
し
て
警
戒
す
 

る
な
ど
、
町
ぐ
る
み
の
地
域
防
災
 

対
策
を
ひ
き
ま
し
た
。
 

家
屋
の
全
壊
三
戸
 

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
市
場
 

の
木
村
締
夫
さ
ん
方
は
床
下
に
亀
 

裂
が
入
り
、
土
間
が
隆
起
し
て
倒
 

壊
寸
前
に
な
り
、
避
難
し
ま
し
 

た。 又
徳
人
原
の
桑
野
さ
ん
方
の
横
 

の
道
が
崩
壊
し
、
中
尾
町
の
竹
中
 

鴨
川
、
家
島
、
福
島
、
松
尾
さ
ん
 

方
の
前
の
道
路
が
崩
壊
し
、
床
下
 

の
土
が
え
ぐ
り
と
ら
れ
、
災
害
の
 

恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
み
せ
つ
 

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
災
害
で
親
 

せ
き
や
、
友
人
宅
に
避
難
し
ま
し
 

た
。
本
町
と
貴
船
で
は
約
百
戸
の
 

住
家
の
床
下
が
浸
水
し
ま
し
た
。
 

こ
の
地
区
は
彦
山
川
よ
り
地
盤
 

が
低
い
た
め
『
 
貴
船
や
大
和
町
の
 

ポ
ン
プ
座
が
多
量
の
雨
量
の
た
め
 

増
水
し
て
流
れ
込
ん
だ
も
の
町
で
 

は
こ
の
地
区
の
道
路
の
通
行
を
禁
 

止
す
る
た
め
縄
を
張
り
ま
し
た
が
 

非
常
識
な
通
行
人
は
、
縄
を
切
っ
 

て
通
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
 

よ
う
な
角
険
を
お
か
し
て
ま
で
通
 

行
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
 

た
い
。
 

災
害
に
よ
る
被
害
状
況
は
次
の
 

と
お
り
で
す
。
 

住
宅
全
壊
 
三
戸
 

住
宅
半
壊
 
三
戸
 

非
住
宅
全
壊
 
三
戸
 

非
住
宅
半
壊
 

一
戸
 

田
畑
流
失
埋
没
 
十
ア
ー
ル
 

田
畑
冠
水
 
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
 

床
下
浸
水
 
約
百
戸
 

道
路
崩
壊
 
十
七
ケ
所
 

崖
く
ず
れ
や
、
土
砂
く
ず
れ
 

四
十
ニ
ケ
所
 

〇
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
が
 

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
 

皆
川
正
信
氏
（
下
町
）
が
災
害
 

見
舞
金
を
 

斉
藤
二
郎
氏
（
九
支
所
）
 
が
 

救
援
物
資
を
 

新
し
い
農
業
委
員
 

決
 
ま
 
る
 

（
敬
称
略
順
不
同
）
 

当
選
委
員
 

島長日坂日平柴矢池大 

上野高元高元田島田田 

龍龍 重 繁武 幸正 

次 
男郎進松新松彦進道一 

推
せ
ん
委
員
 

池
田
 
勝
 
小
松
政
清
 

立
花
杉
夫
 
木
村
由
夫
 

大
森
高
市
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‘、 け か
 

あ
 

報
 

広
 け

 
か
 

あ
 

報
 

広
 

十
一
氏
に
名
誉
町
民
の
 

称
 
号
 
お
 
く
 
る
 

手

を

 と
 
り
 
あ
 
っ
 
て
 

田
 
川
 
の
 
振

興

を

 

「
広
域
圏
協
議
会
発
足
」
 

広
域
市
町
村
圏
と
は
、
四
十
四
 

年
度
か
ら
自
治
省
が
推
進
し
て
い
 

る
広
域
行
政
機
構
で
、
同
年
五
月
 

の
閣
議
で
決
ま
っ
た
全
国
総
合
開
 

発
計
画
の
ひ
と
つ
。
 

最
近
は
、
交
通
、
通
信
面
の
発
 

達
、
と
り
わ
け
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
 

ョ
ン
発
達
に
よ
っ
て
、
わ
た
く
し
 

達
の
日
常
生
活
圏
も
市
町
村
の
区
 

域
を
こ
え
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
 

す。 こ
の
た
め
市
町
村
の
間
に
い
ま
 

ま
で
な
か
っ
た
有
機
的
な
結
び
つ
 

き
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
自
動
車
の
普
及
な
ど
生
 

活
水
準
の
向
上
に
く
ら
べ
た
と
え
 

ば
道
路
の
整
備
だ
と
か
、
下
水
道
 

の
整
備
と
い
っ
た
公
共
的
施
設
面
 

は
非
常
に
お
く
れ
て
い
る
の
が
現
 

状
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
社
会
情
勢
の
現
状
 

で
住
民
の
日
常
生
活
に
必
要
な
行
 

政
サ
ー
ビ
ス
を
任
務
と
す
る
市
町
 

村
は
早
急
に
、
公
共
施
設
や
生
活
 

環
境
を
整
備
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
 

れ
て
い
ま
す
が
、
場
合
に
よ
つ
て
 

は
、
一
市
町
村
だ
け
で
は
対
応
し
 

き
れ
な
か
っ
た
り
、
ま
た
、
対
応
 

し
え
て
も
広
域
的
に
処
理
し
た
方
 

が
よ
り
効
果
的
な
事
業
が
多
く
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
隣
接
す
る
市
町
村
が
 

集
ま
っ
て
広
城
圏
を
結
成
し
国
の
 

財
政
援
助
を
う
け
な
が
ら
単
一
市
 

町
村
で
は
解
決
で
き
な
か
っ
た
公
 

共
施
設
整
備
を
行
な
い
、
地
域
住
 

民
の
福
祉
の
向
上
を
は
か
っ
て
行
 

こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
あ
わ
せ
て
過
疎
、
過
密
 

問
題
な
ど
を
解
消
し
、
均
衡
の
と
 

れ
た
国
土
開
発
を
図
っ
て
行
こ
う
 

と
す
る
も
の
で
す
。
 

な
お
広
域
市
町
村
圏
に
指
定
さ
 

れ
る
と
①
計
画
を
作
る
費
用
と
し
 

て
約
百
万
円
②
根
幹
事
業
費
の
補
 

助
金
と
し
て
二
千
万
円
③
計
画
を
 

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
 

資
金
と
し
て
地
方
債
の
優
先
的
配
 

分
④
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 
（
道
 

路
）
の
整
備
資
金
と
し
て
地
方
交
 

付
税
の
う
わ
ず
み
措
置
、
な
ど
の
 

国
か
ら
の
財
政
援
助
も
あ
り
田
川
 

振
興
に
大
き
な
期
待
が
よ
せ
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
 

名
誉
町
民
の
条
例
が
昭
和
四
十
 

二
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
ん
ど
称
号
が
お
く
ら
れ
た
方
 

は
、
永
年
地
方
自
治
の
発
展
に
つ
 

く
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
 

す。 

主
な
仕
事
に
広
域
事
務
処
理
シ
 

ス
テ
ム
の
確
立
な
ど
を
を
柱
と
し
 

て
田
川
十
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
 

く
基
本
構
想
や
、
五
年
後
を
目
標
 

と
し
た
基
本
計
画
、
そ
れ
に
三
年
 

間
の
実
施
計
画
を
策
定
し
て
い
き
 

ま
す
。
 

来
年
四
月
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
 

計
画
に
そ
っ
て
諸
施
策
が
実
施
さ
 

れ
田
川
十
三
万
住
民
の
福
祉
の
向
 

上
と
、
産
業
の
振
興
に
向
っ
て
動
 

き
だ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

広

域

圏

事

務

局

へ

 

大

谷

氏

を

派

遣

 

七
月
二
十
八
日
田
川
市
町
村
広
 

域
圏
協
議
会
設
立
総
会
が
田
川
自
 

治
会
舘
で
行
な
わ
れ
、
正
式
に
事
 

務
局
が
う
ま
れ
ま
し
た
事
務
局
の
 

メ
ン
バ
ー
は
、
 

本
町
か
ら
、
総
務
課
長
補
佐
大
谷
 

孝
進
氏
を
含
め
、
田
川
一
市
八
町
 

一
村
か
ら
一
名
づ
つ
の
計
十
名
で
 

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

田
川
市
 
長
尾
芳
夫
 

香
春
町
 
松
村
 
光
 

添
田
町
 
正
木
義
晴
 

金
田
町
 
早
川
正
春
 

川
崎
町
 
福
井
 
寿
 

方
城
町
 
岡
本
義
春
 

大
任
町
 
浦
野
淳
一
 

赤
 
村
 
灰
田
英
喜
 

糸
田
町
 
阿
部
昭
吾
 

（
敬
称
略
順
序
不
同
）
 

田
中
六
助
（
本
町
出
身
で
文
化
 

社
会
、
教
育
そ
の
他
で
特
に
有
名
 

で
本
町
の
名
を
挙
げ
た
者
）
 

藤
村
高
次
郎
（
満
四
年
以
上
本
 

町
町
長
の
職
に
あ
っ
た
者
）
 

木
村
繁
太
郎
（
 

ル 

） 

久
原
 
壮
治
（
満
十
二
年
以
上
 

本
町
収
入
役
の
職
に
あ
っ
た
者
）
 

以
上
で
あ
っ
た
者
）
 

立
花
全
兵
衛
（
満
十
二
年
以
上
 

本
町
の
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ
た
 

者） 藤
村
 

高
盛
 

太
田
 

敏
政
（
 

ル 

） 

孝
雄
（
 

ク 

） 

博
文
 
（ 

ク 

） 

亀
井
 
次
男
（
 

ル
 

木
月
 
繁
美
（
 

ク 

長
谷
川
 

満
（
満
三
十
年
以
 

上
本
町
職
員
で
退
職
時
課
長
級
職
 

戦
照
者
、
帰
還
者
に
叙
勲
 

こ
の
ほ
ど
役
場
町
長
室
に
お
い
 

て
、
戦
没
者
の
遺
族
並
び
に
帰
還
 

者
に
対
し
、
厚
生
省
よ
り
勲
託
、
 

勲
章
が
、
町
か
ら
記
念
品
が
お
く
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

戦
没
者
関
係
（
カ
ッ
コ
内
は
遺
 

族
）
敬
称
略
順
不
同
 

戦
没
者
関
係
 

旭
八
 

柳
沢
静
雄
（
柳
沢
ュ
キ
）
 

中
町
ー
 

ク 

早
川
 
清
（
立
花
視
子
）
 

上
里
ー
 

ル 

太
田
益
生
（
太
田
隆
夫
）
 

貴
船
 

ク
 

嶋
野
留
吉
（
嶋
野
留
男
）
 

上
の
原
一
一
 

一 

選
挙
管
理
委
員
は
、
投
票
権
 

一
の
あ
る
人
で
、
人
格
が
社
会
的
 

一
に
信
頼
さ
れ
る
人
、
政
治
や
選
 

一
挙
に
公
正
な
識
見
を
有
す
る
も
 

ー
の
の
う
ち
か
ら
、
普
通
地
方
公
 

一
共
団
体
の
議
会
に
お
え
て
推
せ
 

一
ん
し
ま
す
。
 

一 

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
委
員
 

一
四
人
で
構
成
さ
れ
、
任
期
は
四
 

一

 

年

で

す

o

 

一 

選
挙
管
理
委
員
の
仕
事
は
不
 

一
正
が
な
い
よ
う
に
正
し
く
行
な
 

一
わ
れ
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
住
民
 

一

 

の
政
治
に
対
す
る
関
心
を
深
め
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添川町 

r懲
駕
津
務
鍵
”
溝
 

v 、ン 

ク
 

東
城
実
夫
（
東
城
英
男
）
 

町
営
 

ク 

森
田
静
雄
（
森
田
一
格
）
 

大
和
町
 

ガ 

高
林
満
洲
（
水
永
タ
カ
）
 

八
の
三
 

ル 

熊
谷
公
生
（
熊
谷
和
幸
）
 

常
福
 

帰
還
者
 

瑞
六
章
 
乾
 

巌
 

伏
原
四
 

瑞
七
章
 
二
摩
泰
久
 

西
町
 

本
人
死
亡
に
よ
り
構
子
 

住

民

登

録

 

を

し

ま

し

ょ

う

 

町
内
転
居
は
し
て
い
る
が
転
居
 

の
届
出
を
し
て
い
な
い
た
め
、
選
 

挙
の
時
の
入
場
券
、
そ
の
他
役
場
 

か
ら
の
大
切
な
書
類
を
送
付
し
て
 

も
住
所
不
明
で
役
場
に
も
ど
、
つ
て
 

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

S 45. 10. 1 国勢調査 

老

人

に

福

祉

見

舞

金

を

 

本
町
は
新
た
に
社
会
福
祉
の
一
 

端
と
し
て
次
の
老
人
の
方
々
等
に
 

福
祉
（
夏
期
）
見
舞
金
と
し
て
社
 

会
福
祉
協
議
会
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
に
 

二
千
円
宛
、
九
＋
才
以
上
の
老
人
 

（
六
人
）
に
は
更
に
長
寿
の
御
褒
 

美
と
し
て
三
千
円
を
贈
呈
し
た
。
 

内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

90 

才
以
上
の
老
人
 

（6
人） 

80 

才
以
上
の
一
人
暮
し
 ( 17 

人） 

80 

才
以
上
の
夫
婦
 

（3
組） 

80 
才
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
 

(8
人） 

老
人
ホ
ー
ム
入
荘
者
（
 26 

人） 

結
核
長
期
療
養
者
 

（4
人） 

重
症
身
体
障
害
者
 

（ 21 

名） 

赤

池

町

敬

老

会

 

一
、
と
 

き
 
九
月
十
五
日
午
前
 

十
時
 

受
付
 
午
前
九
時
よ
り
 

一
、
と
こ
ろ
 
赤
池
中
学
校
体
育
 

館
 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 
（
演
芸
）
 

筑
紫
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
，
ョ
ン
に
 

よ
る
万
才
・
奇
術
・
博
多
に
わ
 

か
な
ど
 

※
当
日
朝
各
地
域
か
ら
会
場
ま
で
 

西
鉄
貸
切
バ
ス
を
フ
ル
運
行
 

尚
詳
細
は
公
文
書
で
関
係
者
に
お
 

通
知
申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
 

ま
だ
転
居
の
届
出
を
さ
れ
て
な
い
 

方
は
早
く
届
出
し
て
下
さ
い
。
 

転
居
し
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
 

届
出
を
し
な
け
れ
ば
過
料
に
処
せ
 

ら
れ
ま
す
。
 

新
旧
の
駐
在
員
の
証
明
と
印
か
 

ん
持
参
の
上
役
場
住
民
係
で
手
続
 

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市町村名 世帯数 人口‘人） 

町
 
町
 
町
 
町
 
町
 
町
 
町
 
町
 
村
 
市
 

春
 
田
 
田
 
崎
 
田
 
池
 
城
 
任
 

川
 

香
 
添
 
金
 
川
 
糸
 
赤
 
方
 
大
 
赤
 
田
 

4.094 

4.563 

2.259 

6.910 

3.023 

2.483 

2.059 

1 .733 

968 

18.880 

14.917 

16.810 

8.66 1 

23.190 

9.816 

8.770 

7.504 

6. 256 

3.779 

64.233 

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

特
に
選
挙
の
際
は
、
投
票
の
方
 

法
、
選
挙
違
反
、
そ
の
他
選
挙
に
 

関
し
必
要
な
こ
と
は
住
民
に
知
ら
 

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

選

挙

管

理

委

員

は

ど

ん

 

な

人

が

選

ば

れ

る

か

 

投
票
立
会
人
は
各
投
票
区
に
お
 

け
る
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
 

も
の
の
中
か
ら
本
人
の
承
諾
を
う
 

け
て
、
三
人
以
上
五
人
以
下
を
選
 

び
ま
す
。
選
び
方
は
別
に
定
め
ら
 

れ
ま
せ
ん
。
 

開
票
立
会
人
は
、
候
補
者
が
 

各
開
票
区
の
選
挙
人
名
簿
に
登
 

録
さ
れ
た
者
一
人
の
承
諾
を
得
 

て
選
管
に
届
け
出
ま
す
。
 

届
出
の
あ
っ
た
者
が
十
人
を
越
 

え
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
を
開
 

票
立
会
人
と
し
、
＋
人
を
越
え
 

る
と
き
は
、
く
じ
で
定
め
た
者
 

十
人
を
も
つ
て
開
票
立
合
人
と
 

し
ま
す
。
 

ま
た
同
一
政
党
、
政
治
団
体
 

の
候
補
者
の
届
出
は
三
人
以
上
 

は
な
れ
ま
せ
ん
。
 



(5) 
(4) け

 
い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

商
店
街
通
り
交
通
規
制
で
 

違

反

車

に

 は

反

則

金

 

交
通
問
題
は
い
ま
や
国
民
的
な
 

課
だ
い
の
ー
つ
に
数
え
ら
れ
交
通
 

事
故
は
日
増
し
に
増
加
し
て
い
ま
 

す。 町
内
の
商
店
街
通
り
は
、
近
頃
 

車
の
大
型
車
の
通
行
が
目
立
っ
て
 

多
く
な
り
、
特
に
西
鉄
バ
ス
の
定
 

期
便
の
運
行
に
支
障
が
で
き
、
会
 

社
よ
り
、
運
行
上
危
険
が
あ
る
の
 

で
車
の
駐
停
車
に
住
民
の
協
力
を
 

強
く
要
請
し
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
 

ま
で
、
町
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
 

駐
停
車
禁
止
の
運
動
を
自
主
的
に
 

す
す
め
て
来
ま
し
た
。
 

町
で
も
回
覧
板
等
に
よ
っ
て
住
 

民
に
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
 

あ
ま
り
効
果
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
 

よ
う
で
す
。
 

数
年
前
の
移
動
公
民
館
や
、
最
 

近
行
な
わ
れ
た
移
動
役
場
で
も
住
 

民
か
ら
駐
停
車
禁
止
の
要
望
が
強
 

く
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
 

こ
の
た
び
、
県
公
安
委
員
会
と
 

田
川
警
察
署
よ
り
、
車
の
駐
停
車
 

禁
止
の
規
制
通
知
が
町
に
あ
り
、
 

八
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

し
た
が
っ
て
次
に
掲
げ
る
区
間
 

で
の
駐
車
は
交
通
規
制
に
よ
る
反
 

則
金
を
と
ら
れ
ま
す
の
で
、
住
民
 

皆
さ
ん
に
は
絶
対
に
規
制
区
域
内
 

で
駐
車
を
し
な
い
よ
う
に
十
分
な
 

認
識
と
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

車
の
駐
車
禁
止
区
間
は
、
県
道
 

伏
原
か
ら
稲
荷
町
、
昭
和
町
、
本
 

町
ま
で
の
区
間
で
す
。
 

「
写
真
は
、
交
通
規
制
で
駐
車
を
 

し
な
く
な
っ
た
道
路
」
 

期

待

さ

れ

る

 

交

通

巡

視

員

の

活

躍

 

去
る
七
月
二
十
五
日
田
川
警
察
 

署
に
五
名
の
女
子
交
通
巡
視
員
が
 

配
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

交
通
巡
視
員
の
お
も
な
仕
事
は
 

歩
行
者
と
く
に
老
人
と
子
ど
も
の
 

保
護
誘
導
。
交
さ
点
等
交
通
が
混
 

雑
す
る
場
所
で
の
交
通
整
理
や
駐
 

停
車
違
反
に
対
す
る
指
導
取
締
り
 

な
ど
住
民
皆
さ
ん
の
平
和
な
日
常
 

生
活
を
守
る
た
め
頑
張
り
た
い
と
 

お
お
い
に
ハ
ッ
ス
ル
し
て
い
ま
す
 

の
で
、
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
 

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

事

業

所

統

計

調

査

を

 

九

月

一

日

か

ら

実

施

 

九
月
一
日
か
ら
全
国
い
っ
せ
い
 

に
事
業
所
統
計
調
査
を
行
な
い
ま
 

す。 関
係
者
の
皆
さ
ん
に
こ
の
調
査
 

の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
 

御
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

一
、
調
査
期
間
 
九
月
一
日
か
ら
 

九
月
七
日
ま
で
 

二
、
調
査
対
象
 
事
業
所
、
工
場
 

営
業
所
、
飲
食
店
、
旅
館
、
映
 

画
館
を
は
じ
め
駅
、
病
院
、
神
 

社
、
寺
院
い
た
る
ま
で
、
あ
ら
 

ゆ
る
種
類
の
事
業
所
 

三
、
調
査
の
目
的
 
事
業
所
の
経
 

営
組
織
、
事
業
内
容
や
従
業
者
 

数
を
調
べ
、
都
道
府
県
市
町
村
 

ご
と
の
事
業
所
数
従
業
者
数
の
 

規
模
や
そ
の
産
業
別
構
成
を
明
 

ら
か
に
し
、
国
都
道
府
県
や
市
 

区
町
村
で
の
経
済
政
策
、
地
域
開
 

発
計
画
、
国
民
所
得
の
推
計
、
地
 

、ノ「 

方
交
付
税
の
算
定
、
交
通
の
対
策
 

な
ど
の
基
本
的
な
資
料
と
し
て
使
 

わ
れ
ま
す
。
 

※
 
な
お
こ
の
調
査
は
調
査
員
が
 

事
業
所
を
訪
問
し
名
称
、
所
在
地
 

事
業
所
の
種
類
、
従
業
者
な
ど
に
 

つ
い
て
、
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
 

調
査
し
た
こ
と
が
ら
は
統
計
を
 

作
る
目
的
だ
け
に
用
い
ら
れ
徴
税
 

な
ど
、
申
告
書
の
不
利
益
に
な
る
 

よ
う
な
こ
と
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
 

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
 

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

と

 

税
 

務
 

署
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
給
与
か
ら
税
 

金
が
天
引
さ
れ
、
税
務
署
と
は
直
 

接
に
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
 

で
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
家
族
が
病
気
を
し
 

て
医
療
費
が
相
当
か
か
っ
た
と
き
 

は
「
医
療
費
控
除
」
泥
棒
に
多
額
 

の
金
品
を
盗
ま
れ
た
と
き
は
、
 

「 

雑
損
控
除
」
が
認
め
ら
れ
ま
す
か
 

ら
、
税
務
署
に
申
告
す
る
と
税
金
 

が
安
く
な
り
ま
す
。
 

相

談

室

を

 

利

用

し

ま

し

よ

う

 

税
 

務
 

署
 

税
金
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
 

相
談
や
苦
情
を
お
受
け
す
る
た
め
 

に
、
福
岡
国
税
局
で
は
、
税
務
相
 

談
室
を
設
け
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

相
談
は
、
電
話
で
も
こ
み
い
っ
 

た
相
談
で
も
電
話
は
小
倉
税
務
署
 

派
遣
相
談
官
電
話
（
〇
九
三
）
九
 

一
一
一
ー
三
一
1111
一
一
番
 

左
を
向
い
て
も
、
右
を
向
い
て
 

も
税
金
の
問
題
に
か
か
わ
り
あ
い
 

の
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
の
ご
ろ
で
 

す。 「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
 
で
 

す。 と
に
か
く
、
税
金
の
こ
と
に
つ
 

い
て
は
、
税
務
署
に
気
軽
に
相
談
 

さ
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
で
す
。
 

税
務
署
は
決
し
て
知
恵
の
出
惜
 

し
み
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

利
用
さ
れ
る
善
良
な
納
税
者
に
 

最
良
の
知
恵
を
お
貸
し
い
た
し
ま
 

す。 管

理

が

手

が

る

な

 

タ
 
ニ
、
ン
 
養
 
殖
 

も
う
か
る
農
業
へ
転
換
滅
反
に
 

変
る
新
し
い
農
家
と
し
て
田
川
郡
 

内
の
農
家
で
、
タ
ニ
シ
や
ド
ジ
ョ
 

ウ
を
飼
育
す
る
農
家
が
ふ
え
て
い
 

ま
す
。
 

早
く
か
ら
飼
育
し
て
い
る
農
家
 

は
出
荷
し
て
、
か
な
り
の
成
果
を
 

あ
げ
て
い
ま
す
。
 

タ
ニ
シ
や
ド
ジ
ョ
ウ
が
量
産
さ
 

れ
る
と
、
生
産
者
が
市
場
に
出
荷
 

し
な
く
て
も
、
買
手
が
や
っ
て
来
 

て
‘
買
い
あ
げ
る
仕
組
み
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

県
水
産
課
の
指
導
を
受
け
る
に
 

は
、
十
名
以
上
の
希
望
者
が
必
要
 

で
す
。
 

坪
当
り
九
百
円
の
利
益
 

生
ま
れ
て
満
】
年
た
っ
と
、
十
 

グ
ラ
ム
以
上
と
な
り
販
売
に
向
く
 

が
、
は
じ
め
は
種
と
し
て
残
し
た
 

方
が
よ
く
、
一
年
目
の
親
貝
か
ら
 

は
三
〇
個
く
ら
い
産
卵
す
る
が
、
 

ニ
、
三
年
生
の
二
〇
グ
ラ
ム
以
上
 

の
大
型
の
も
の
に
な
る
と
、
四
〇
 

個
以
上
も
産
卵
す
る
。
 

大
型
企
業
と
し
て
成
育
す
る
に
 

は
ー
カ
年
く
ら
い
販
売
し
な
い
で
 

も
っ
ぱ
ら
繁
殖
さ
せ
た
ら
収
入
は
 

ー
ァ
ー
ル
当
り
、
（
三
〇
坪
）
二
万
 

七
千
円
の
水
掲
げ
と
み
れ
ば
よ
い
 

タ
ニ
シ
養
殖
の
利
点
は
要
す
る
 

に
①
水
田
溜
池
で
稲
作
お
よ
び
養
 

漁
と
兼
用
が
で
き
る
②
人
手
を
要
 

し
な
い
③
水
田
養
殖
の
場
合
水
が
 

切
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
④
逃
が
す
 

心
配
が
な
い
。
 

一
度
放
貝
す
る
と
年
収
獲
が
で
き
 

収
益
も
年
々
殖
え
ま
す
。
 

こ
の
他
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ワ
サ
ビ
 

甘
柿
、
き
の
こ
、
芋
な
ど
も
、
成
 

長
産
物
で
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
 

役
場
文
書
広
報
係
又
は
直
接
東
京
 

都
練
馬
区
春
田
町
二
丁
目
五
番
六
 

号
、
日
本
緑
化
K
K
 

け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

お
 

一
、
金
一
封
 
村
上
義
一
殿
 

亡
妻
イ
ワ
フ
ジ
殿
（
十
一
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
太
田
ヤ
ス
子
殿
 

亡
母
ツ
ネ
殿
（
三
支
所
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
小
田
愛
子
殿
 

亡
夫
繁
殿
（
二
十
支
所
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
木
村
渥
美
殿
 

亡
息
信
一
殿
（
八
支
所
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
深
見
コ
ン
殿
 

亡
夫
三
次
殿
（
二
支
所
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
高
山
一
殿
 

亡
父
初
太
郎
殿
（
九
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
倉
岡
熊
次
郎
殿
 

亡
妻
ッ
ギ
殿
（
十
六
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

】
，
金
一
封
 
平
元
次
男
殿
 

亡
父
新
七
殿
（
五
支
所
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
池
田
勝
殿
 

亡
母
マ
キ
ェ
殿
（
九
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
村
上
博
殿
 

亡
父
啓
次
殿
（
七
支
所
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
熊
谷
和
幸
殿
 

亡
養
母
タ
ネ
殿
（
二
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
藤
井
操
殿
 

亡
夫
公
夫
殿
（
十
二
支
所
）
香
典
 

返
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
商
工
会
青
年
部
殿
 

貧
困
者
救
済
資
金
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
木
村
繁
太
郎
殿
 

亡
甥
栄
一
殿
（
六
支
所
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

そ
れ
ぞ
れ
民
主
事
業
助
成
会
へ
 

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
、
金
一
封
 
松
井
一
雄
氏
が
老
 

人
ホ
ー
ム
へ
寄
附
し
ま
し
た
。
 

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

町

民

交

通

傷

害

保

険

 

に

加

入

を

 

こ
の
保
険
は
，
交
通
事
故
の
補
 

償
を
住
民
の
総
力
で
と
い
う
田
川
 

郡
民
の
声
が
、
こ
の
町
村
民
交
通
 

傷
害
保
険
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
 

住

民

の

声

 

質
問
「
町
立
病
院
の
外
来
患
者
の
 

診
察
待
時
間
が
長
い
の
で
困
っ
て
 

い
る
」
 

答
 
先
に
支
所
長
『
駐
在
員
会
議
 

で
こ
の
質
問
が
で
ま
し
た
の
で
お
 

答
え
し
ま
し
た
が
、
住
民
の
皆
さ
 

ん
に
「
広
報
紙
」
を
通
じ
て
お
答
 

え
し
ま
す
。
 

病
人
が
長
い
時
間
、
診
療
を
待
 

た
さ
れ
る
の
は
、
大
変
な
こ
と
と
 

思
い
ま
す
。
病
院
と
し
て
は
、
い
 

ろ
い
ろ
な
方
法
を
講
じ
て
お
り
ま
 

す。 

病
院
の
業
務
開
始
は
午
前
八
時
 

三
〇
分
か
ら
で
す
。
医
師
は
診
察
 

開
始
ま
で
の
間
、
入
院
患
者
の
容
 

態
を
聞
い
て
、
指
示
を
出
し
た
り
 

重
症
患
者
に
は
診
察
等
を
す
ま
せ
 

て
か
ら
外
来
診
察
と
な
り
ま
す
。
 

入
院
患
者
の
中
に
は
、
高
令
者
 

が
多
く
、
病
床
は
常
時
満
床
に
近
 

い
状
態
で
す
か
ら
、
少
々
時
間
を
 

要
し
ま
す
。
こ
の
事
は
生
命
を
預
 

る
医
師
と
し
て
、
当
然
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
 

し
か
し
救
急
患
者
（
医
師
の
診
 

察
等
を
早
急
に
心
要
と
す
る
患
 

者
）
は
そ
の
旨
窓
口
に
申
し
出
て
 

下
さ
い
。
現
在
も
通
常
の
診
察
で
 

（
検
査
や
x

線
フ
イ
ル
ム
等
を
必
 

要
と
す
る
方
の
場
合
を
除
い
て
）
 

二
時
間
以
上
待
た
せ
る
こ
と
は
な
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

救
急
患
者
で
な
い
方
で
、
早
朝
 

（
七
時
半
頃
）
か
ら
来
院
し
て
い
 

る
方
が
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
心
要
 

も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

初
診
の
外
来
患
者
の
診
察
は
い
 

ろ
い
ろ
の
検
査
な
ど
に
時
間
が
か
 

、
り
ま
す
。
月
曜
日
と
土
曜
日
は
 

患
者
さ
ん
が
多
く
混
雑
し
少
々
待
 

「町立病院の待合室風景」 

た
せ
る
こ
と
も
あ
り
す
。
 

五
月
の
通
院
患
者
の
曜
日
別
 

の
平
均
利
用
者
は
次
の
と
お
 

り
で
す
 

（
月
）
一
九
〇
人
（
火
）
一
五
 

〇
人
（
水
）
一
三
〇
人
（
木
）
 

一
二
〇
人
（
金
）
一
三
〇
人
 

（
土
）
一
六
〇
人
 

薬
局
で
は
患
者
さ
ん
が
薬
を
 

受
取
る
時
に
待
ち
時
間
が
長
く
 

な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
よ
 

う
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

院
長
は
水
曜
日
、
土
曜
日
は
胃
 

腸
透
視
の
た
め
外
来
診
察
は
で
 

き
ま
せ
ん
の
で
御
了
承
下
さ
 

い。 診
察
を
受
け
る
場
合
は
、
先
 

生
を
指
名
し
な
い
よ
う
に
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

mI'll,'川川川I'll川mIIIIII”「川lIIl川lIII”川“川川川I'll川川川II川l川川I'll“川川川川川l川川川m”川Im川川''III皿“川III'川川川mmI三 

一
人
六
百
円
の
保
険
料
（
掛
け
 

金
）
で
簡
単
に
加
入
で
き
ま
す
。
 

家
族
ぐ
る
み
の
加
入
で
、
交
通
 

事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
 

加
入
の
資
格
は
、
赤
池
町
に
住
 

ん
で
い
る
方
や
、
他
の
町
村
か
ら
 

赤
池
町
へ
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
 

方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
 

す
。
た
だ
し
一
人
一
ロ
に
限
り
ま
 

す。 保
険
料
は
、
 
一
人
年
聞
六
百
円
 

で
、
中
途
申
し
込
み
は
、
月
割
五
 

〇
円
で
す
。
 

お
た
ず
ね
し
た
い
事
が
あ
り
ま
 

し
た
ら
、
役
場
企
画
室
で
お
た
ず
 

ね
下
さ
い
。
 

ふ

え

る

町

内

の

 

交
 

通
 

事
 

故
 

昭
和
四
十
六
年
、
赤
池
管
内
の
 

交
通
事
故
発
生
件
数
は
四
十
一
件
 

昭
和
四
十
五
年
が
三
十
六
件
で
四
 

件
多
く
、
事
故
は
市
場
か
ら
草
場
 

の
県
道
で
集
中
し
て
起
き
て
い
ま
 

す。 こ
の
区
間
は
車
の
追
越
し
禁
止
 

区
域
に
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
 

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
、
車
の
 

追
越
し
に
よ
る
事
故
が
最
も
多
く
 

事
故
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
区
間
を
運
転
す
る
人
は
、
交
 

通
の
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
に
し
て
 

下
さ
い
。
 

赤池町の交通事故の概要 

区 分 

発生件数 死 者 傷 者 

46 45 増△減 46 45 増△減 46 45 増△滅 

福岡県 42. 005 37.578 4.427 623 597 26 56.545 50.578 5.967 

田川署管内 1.012 892 120 24 12 12 1 .445 1.297 148 

赤池町 41 36 5 3 1 2 67 50 17 
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‘し 、
 カ

 
あ
 

報
 

広
 

ガ
イ
モ
ガ
畑
つ
く
り
に
 

精

を

出

す

 お

母

さ

 ん
 

「
中
 

都
会
で
は
自
然
や
土
に
親
し
む
 

た
め
団
地
の
住
民
が
農
家
か
ら
畑
 

を
借
り
て
、
野
菜
や
花
壇
を
つ
く
 

っ
て
土
に
親
し
む
日
曜
農
業
が
は
 

や
っ
て
い
ま
す
。
 

近
い
将
来
に
は
本
町
で
も
こ
の
 

よ
う
な
現
象
が
起
る
か
も
知
れ
ま
 

せ
ん
。
 

中
尾
保
育
所
で
は
、
こ
の
ほ
ど
 

園
児
の
父
母
四
十
六
人
が
保
育
所
 

の
空
地
約
五
百
へ
ー
べ
 
「
五
畝
」
 

ほ
ど
た
が
や
し
、
イ
モ
畑
っ
く
り
 

写
真
は
イ
モ
畑
つ
く
り
に
 

精
を
出
す
父
兄
達
 

尾
 
保
 

育
 
所」 

に
精
を
出
し
苗
を
さ
し
ま
し
た
。
 

園
児
達
は
先
生
の
手
に
ひ
か
れ
 

毎
日
物
さ
し
で
イ
モ
の
ツ
ル
の
長
 

さ
を
計
り
、
ツ
ル
が
の
び
る
の
を
 

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
 

秋
に
は
、
こ
の
イ
モ
が
採
れ
る
 

こ
と
で
し
ょ
う
。
 

お
嬢
さ
ん
・
奥
さ
ん
 

一」 

用
 

心
 

痴
漢
は
女
性
に
対
す
る
犯
罪
で
 

昨
年
は
暴
行
さ
れ
た
り
、
わ
い
せ
 

つ
な
こ
と
を
さ
れ
て
警
察
へ
届
出
 

ら
れ
た
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
し
 

た。 夏
は
痴
漢
が
最
も
多
く
な
る
季
 

節
で
す
。
 

暑
さ
の
た
め
身
も
心
も
ゆ
る
ん
 

で
、
気
分
も
解
放
的
と
な
り
家
の
 

出
入
ロ
や
窓
な
ど
も
開
け
っ
ぱ
な
 

し
と
な
り
が
ち
で
、
こ
の
よ
う
な
 

こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
忍
び
込
み
 

の
侵
入
盗
犯
が
多
く
な
る
季
節
で
 

す。 又
、
婦
人
の
夜
の
外
出
、
服
装
 

な
ど
人
目
に
つ
く
よ
う
な
派
手
な
 

薄
物
に
な
り
ま
す
の
で
追
い
は
ぎ
 

や
痴
漢
が
ふ
え
ま
す
．
 

赤
池
町
派
出
所
で
は
厳
重
に
警
 

戒
し
て
い
ま
す
が
、
町
民
皆
さ
ん
 

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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叱
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郡
体
育
大
会
で
 

本
町
選
手
団
善
戦
 

第
十
一
回
田
川
郡
民
体
育
大
会
 

は
七
R
三
十
日
方
城
町
を
主
会
場
 

に
し
て
、
赤
池
、
金
田
、
糸
田
町
 

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

水
泳
と
剣
道
は
、
二
＋
三
日
に
 

行
な
わ
れ
、
剣
道
の
青
年
の
部
で
 

本
町
の
チ
ー
ム
が
一
位
に
な
り
、
 

県
民
体
育
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
 

が
、
善
戦
惜
し
く
、
敗
れ
ま
し
 

た。 成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〇
剣
道
の
部
 

一
位
、
長
谷
川
浩
 

皆
川
良
三
、
青
木
克
之
 

〇
陸
上
の
部
 

千
五
百
米
 

一
位
 

村
上
浩
一
一
 

四
百
米
 

一
位
 

高
林
晴
樹
 

バ
レ
ー
の
部
 
青
年
男
子
二
位
 

青
年
女
子
 

一
位
 

家
庭
婦
人
 

四
位
 

O
卓
球
の
部
 
四
位
 

派
出
所
・
駐
在
所
 

位

置

標

 示
 

警
察
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
 

派
出
所
、
駐
在
所
に
用
件
が
あ
っ
 

て
も
 

d
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か
り
に
く
 

い。 

〇
さ
が
す
の
に
苦
労
す
る
。
 

と
い
う
不
便
を
な
く
し
、
派
出
 

所
、
駐
在
所
の
位
置
が
一
目
で
わ
 

か
る
よ
う
に
、
街
頭
の
見
や
す
い
 

場
所
に
、
 

「
派
出
所
、
駐
在
所
位
置
標
示
 

板
」
を
建
て
る
こ
と
に
し
ま
し
 

た。 こ
の
標
示
板
は
、
別
図
の
よ
う
 

に
、
バ
ス
停
留
所
の
標
識
に
似
た
 

形
で
、
さ
き
に
皆
さ
ん
か
ら
公
募
 

応急手当 ひ
き
つ
け
は
、
い
ち
ば
ん
親
を
 

お
ど
ろ
か
せ
、
あ
わ
て
や
す
い
も
 

の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
死
ぬ
よ
う
 

な
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
 

あ
わ
て
て
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
た
 

り
、
大
声
で
名
を
呼
ん
だ
り
、
抱
 

き
あ
げ
て
病
院
に
か
け
こ
む
こ
と
 

は
禁
物
で
す
。
 

よ
う
す
を
よ
く
観
察
し
、
応
急
 

し
て
決
ま
っ
た
派
出
所
‘
駐
在
所
 

を
表
わ
す
オ
レ
ン
ジ
色
の
シ
ン
ボ
 

ル
マ
ー
ク
と
矢
印
を
組
み
合
わ
せ
 

た
案
内
標
識
で
す
。
 

警
察
で
は
、
三
ケ
年
計
画
で
全
 

派
出
所
、
駐
在
所
の
標
示
板
を
県
 

内
各
所
に
建
て
ま
し
た
。
 0

 
駐在所 派出所 

処
置
を
し
て
医
師
を
呼
び
ま
す
。
 

医
師
の
診
察
を
う
け
る
と
き
は
 

今
ま
で
に
、
ひ
き
つ
け
た
こ
と
が
 

あ
っ
た
か
ど
う
か
、
ひ
き
つ
け
は
 

ど
の
よ
う
に
し
て
お
こ
っ
た
か
、
 

熱
が
あ
っ
た
り
吐
い
た
り
し
な
か
 

子
ど
も
の
 

ひ
き
つ
け
は
ご
注
意
を
 

っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
 

す。 
応
急
処
置
と
し
て
は
、
衣
服
を
ゆ
 

る
め
て
静
か
な
部
屋
で
寝
か
せ
ま
 

す
。
歯
を
く
い
し
ば
っ
て
舌
を
か
 

む
こ
と
が
あ
る
の
で
ガ
ー
ゼ
を
巻
 

頼
れ
る
保
障
 

そ
れ
は
簡
易
保
険
 

簡
易
保
険
最
高
加
入
額
三
百
万
 

円
に
引
上
ら
れ
ま
し
た
。
 

危
険
が
い
っ
ぱ
い
の
現
代
に
堅
 

実
な
暮
し
に
は
確
か
な
保
障
が
必
 

要
で
す
。
 

そ
こ
で
郵
便
局
で
は
保
険
金
三
 

百
万
円
引
上
げ
記
念
特
別
加
入
運
 

動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
し
こ
の
 

機
会
に
是
非
御
加
入
下
さ
い
。
 

災
害
 
三
倍
保
障
ー
九
百
万
円
 

死
亡
 

二
倍
保
障
ー
六
百
万
円
 

普
通
死
亡
保
障
ー
 
三
百
万
円
 

傷
害
保
障
ー
傷
害
の
程
度
に
よ
り
 

三
百
万
円
か
ら
三
十
万
円
 

入
院
保
障
ー
事
故
災
害
に
よ
り
五
 

日
以
上
の
入
院
に
対
し
三
十
六
万
 

円
か
ら
一
万
五
千
円
 

赤
池
郵
便
局
長
 

い
た
割
ば
し
か
タ
オ
ル
な
ど
を
奥
 

歯
に
は
さ
み
ま
す
。
 

指
を
入
れ
る
と
、
か
み
つ
か
れ
 

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

熱
が
あ
る
と
き
は
、
ぬ
れ
た
タ
 

オ
ル
で
頭
を
冷
や
し
ま
す
。
意
識
 

を
回
復
す
る
ま
で
は
絶
対
に
薬
や
 

水
を
飲
ま
せ
て
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

へ
ん
と
う
せ
ん
が
は
れ
て
熱
を
だ
 

し
て
ひ
き
つ
け
た
り
、
昼
間
暑
い
 

と
こ
ろ
で
遊
ん
で
き
て
、
日
射
病
 

に
な
っ
て
ひ
き
つ
け
る
こ
と
が
あ
 

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
と
き
は
 

涼
し
く
し
て
頭
を
冷
や
し
ま
す
．
 


